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　「自殺予防いのちの電話」は、全国
のいのちの電話センターが一斉に特
設電話により対応するもので、毎年
自殺者が3万人を超えるという異常
事態の中で、ひとりの「いのち」で
も守りたいと願い企画されています。 
日時　毎月10日の午前8時から翌日 
　　　11日の午前8時までの24時間 
相談番号　☎0120－738－556 

（フリーダイヤル） 
問い合わせ　栃木いのちの電話　事

務局☎028－622－7970

フリーダイヤル 
「自殺予防いのちの電話」 
～毎月10日実施～ 　あなたは一人ではありません。 

どんな相談でも私たちに声を聞かせ
てください。 

女性支援ダイヤル 
☎028－793－0018 

相談は絶対外部に洩れることはあり
ません。安心してお電話ください。 
電話受付時間 
月・水　午後4時　～午後8時 
土・日　午前9時　～午後5時 
那珂川町DV被害者等支援 

ルゴサネット 

あなたはＤＶに 
悩んでいませんか 

　那須小川まほろば太鼓が創設され、
今年で15年を迎えます。これを記念
し、地域間交流を行っている秋田県
美郷町の菖蒲太鼓を招き、記念演奏
会を開催します。多くの皆さまのご
来場をお待ちしております。 
期日　9月3日（土） 

開場　午後6時 
開演　午後6時30分 

場所　小川総合福祉センター 
　　　あじさいホール 
入場料　無料 

那須小川まほろば太鼓 
15周年記念演奏会 

　那珂川町結婚相談所では、若者た
ちの様々な交流の場として「ふれあ
い交流事業」を企画しました。 
　自然に囲まれたお城のようなホテ
ルで、陶芸体験とランチブッフェに
よる食事で自由に交流します。 
　お気軽にお申し込みください。 
日時　9月25日（日） 

午前10時～午後3時頃まで 
各自現地集合 

場所　ふれあいの丘　シャトー・エ
スポワール（大田原市） 

参加資格 
●男性　25歳以上45歳までの独身者 

（町内在住者・在勤者を優先） 
●女性　22歳以上45歳までの独身者 

（居住地等制限なし） 
　※但し、共に学生は除く 
定員　男女共各 15名（先着順） 
参加費　男性　3,000円 
　　　　女性　1,000円 
申込期限　8月25日（木）まで 
（住所・氏名・電話番号・生年月日
等をお知らせください） 
申し込み・問い合わせ先 
　那珂川町結婚相談所 
　（事務局：役場 住民生活課） 
　☎　 0287－92－1112 
　FAX 0287－92－1164 
　E-mail： 
　koseki＠town.tochigi-nakagawa.lg.jp

素敵な出会いを 
見つけませんか!!

　家族セミナーは、こころの病気や
治療に関する知識やご本人との接し
方を学び、ご家族の悩み等を分かち
合うことなどを目的に開催していま
す。ご家族のお気持ちに寄り添いな
がら、サポートいたします。 
　ご参加、ご見学をご希望の方はお
電話をお待ちしています。 
時間　13：30～15：30 
場所　烏山健康福祉センター 
日程 
第1回　 8月26日（金） 
　講話「統合失調症はどんな病気？」 
第2回　 9月16日（金） 
　講話「上手な対応の仕方」他 
第3回　10月21日（金） 
　講話「生活支援サービスと福祉制度」他 
申込期限　8月22日（月） 
問い合わせ・申し込み 
　栃木県烏山健康福祉センター 
　（栃木県庁南那須庁舎内） 
　保健衛生課　保健師まで 
　☎0287－82－2231

こころの病（統合失調症）を 
もつ方のご家族の皆様へ 

受付期間　9月5日～9月30日 
※防衛大学校の推薦は9月8日まで 
職種　看護学生、防衛大学校学生、 
防衛医科大学校学生 
その他　試験日、試験会場、応募資格
については、お問い合わせください。 
問い合わせ　自衛隊大田原地域事務

所　☎0287－22－2940

自衛官募集のご案内 

　同事業は、先の大戦で父等を亡く
した戦没者の遺児を対象として、父
等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追
悼を行うとともに、同地域の住民と
友好親善を図ることを目的としてい
ます。 
費用　参加費として10万円 
申し込み　栃木県遺族会 
日程等の詳細は（財）日本遺族会事務
局☎03－3261－5521まで。 
実施地域 
（広域地域）①中国　②ボルネオ・マ
レー半島　③西部ニューギニア（1次）
④ミャンマー（1次）　⑤ソロモン諸
島　⑥マリアナ諸島　⑦西部ニュー
ギニア（2次）　⑧東部ニューギニア（2
次）　⑨トラック諸島　⑩パラオ諸
島　⑪フィリピン　⑫ミャンマー・
インド（2次）　⑬中国・バシー海峡（2次） 
（特定地域）①旧満州　②マーシャル・
ギルバート諸島　③ビスマーク諸島 

戦没者遺児による 
慰霊友好親善事業のご案内 
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八
月
に
入
り
、
厳
し
い
暑
さ
が

続
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
楽
し
い
夏
休
み
も
残

り
あ
と
半
分
と
な
り
ま
し
た
。
な

す
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
は
、
今

年
も
夏
休
み
の
期
間
に
あ
わ
せ
て

縄
文
土
器
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
縄
文
土
器
は
、
粘
土
を
こ
ね
て

ひ
も
状
に
し
た
も
の
を
積
み
上
げ

て
形
を
作
り
、
縄
や
竹
な
ど
で
文

様
を
つ
け
ま
す
。
そ
の
後
、
十
分

に
乾
燥
さ
せ
、
焼
き
あ
げ
ま
す
。

乾
燥
前
の
段
階
の
土
器
は
と
て
も

柔
ら
か
い
の
で
、
作
る
人
の
考
え

や
感
性
で
、
様
々
な
形
や
文
様
に

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
今
年
も
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
土
器

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
 

　
し
か
し
、
縄
文
時
代
の
人
々
が

個
々
で
思
い
思
い
の
形
の
土
器
を

作
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
資
料

館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
土
器
を
よ

く
観
察
す
る
と
、
形
や
文
様
が
似

て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
同
じ
時
代
あ
る
い
は
同
じ
地

域
の
人
々
が
、
交
流
し
、
影
響
し

合
い
、
同
じ
よ
う
な
形
や
文
様
の

土
器
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。
土

器
は
、
時
代
が
経
つ
ご
と
に
形
や

文
様
が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
変
化
を
時
間
の
物
差

し
と
し
、
文
字
の
記
録
が
な
い
時

代
を
知
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
遺
跡
か
ら

出
て
き
た
土
器
の
形
や
文
様
の
違

い
か
ら
、
ど
の
地
域
と
交
流
が
あ

っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
 

　
那
須
地
域
は
東
北
地
方
と
関
東

地
方
の
中
間
地
域
に
あ
る
の
で
、

両
地
域
の
特
徴
を
あ
わ
せ
た
独
自

の
土
器
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
那

珂
川
町
の
浄
法
寺
遺
跡
か
ら
は
、

新
潟
県
を
中
心
に
分
布
し
、
土
器

が
燃
え
る
炎
の
よ
う
な
形
を
し
た

「
火
炎
土
器
」
の
影
響
を
受
け
た

土
器
が
出
土
し
、
「
浄
法
寺
タ
イ

プ
」
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
土
器
の
把
手
が
人
の
顔
を

模
し
て
い
る
「
人
面
把
手
付
土
器
」

が
浄
法
寺
タ
イ
プ
の
代
表
と
な
っ

て
い
ま
す
。
火
炎
土
器
は
福
島
県

会
津
地
方
で
も
多
く
見
つ
か
っ
て

お
り
、
阿
賀
野
川
・
那
珂
川
と
い

っ
た
、
河
川
を
通
じ
た
結
び
つ
き

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
他

に
も
那
須
地
域
か
ら
は
、
南
関
東

か
ら
中
部
地
方
に
見
ら
れ
る
土
器

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
縄

文
時
代
に
、
周
辺
の
地
域
と
積
極

的
に
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
小
川

館
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
「
人
面

把
手
付
土
器
」
の
他
に
も
、
様
々

な
土
器
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
、
ご
来
館
の
う
え
、
本

物
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
 

 （
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
 

　
　
　
　
学
芸
員
　
川
島
　
明
子
） 

（
氏
　
名
）
（
年
齢
）
（
住
所
）
 

青
山
　
マ
ツ
　
（
98
）
　
馬
　
頭
 

小
　
　
欣
一
　
（
83
）
　
馬
　
頭
 

磯
田
　
ク
メ
　
（
107
）
　
馬
　
頭
 

大
金
キ
イ
子
　
（
74
）
　
馬
　
頭
 

西
宮
　
　
均
　
（
77
）
　
馬
　
頭
 

郡
司
キ
ク
エ
　
（
88
）
　
健
　
武
 

端
　
　
　
保
　
（
71
）
　
健
　
武
 

薄
井
　
ミ
サ
　
（
94
）
　
健
　
武
 

塙
　
　
　
忠
　
（
58
）
　
矢
　
又
 

薄
井
　
光
江
　
（
85
）
　
小
　
口
 

大
金
　
シ
ナ
　
（
83
）
　
小
　
口
 

堀
江
　
三
好
　
（
73
）
　
小
　
口
 

磯
野
　
ヒ
ロ
　
（
89
）
 
北
向
田
 

黒
羽
　
満
子
　
（
84
）
 
久
那
瀬
 

鳥
井
　
ミ
キ
　
（
84
）
 
久
那
瀬
 

小
川
　
　
亘
　
（
88
）
　
松
　
野
 

中
津
原
義
夫
　
（
90
）
　
松
　
野
 

滑
川
ヒ
サ
ノ
　
（
86
）
　
谷
　
川
 

菊
地
　
ナ
ミ
　
（
87
）
 
大
那
地
 

木
村
　
美
明
　
（
83
）
　
大
山
田
上
郷
 

田
中
　
　
勲
　
（
68
）
　
小
　
砂
 

橋
本
　
フ
サ
　
（
86
）
　
小
　
川
 

渡
辺
　
勝
廣
　
（
68
）
　
小
　
川
 

長
谷
川
登
志
子
（
67
）
　
小
　
川
 

星
　
　
正
夫
　
（
80
）
　
小
　
川
 

菊
地
　
昌
男
　
（
74
）
　
吉
　
田
 

岡
　
ウ
メ
子
　
（
76
）
　
吉
　
田
 

小
森
　
ナ
ミ
　
（
92
）
　
谷
　
田
 

阿
久
津
ヒ
ナ
　
（
97
）
　
白
　
久
 

有
馬
　
　
夫
　
（
82
）
 
東
戸
田
 

松
本
　
ク
ニ
　
（
91
）
　
芳
　
井
 

江
面
と
み
子
　
（
62
）
 
浄
法
寺
 

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。
 

　
6
月
21
日
〜
7
月
20
日
 

　
受
付
分
　
　
　
敬
称
略
 

じ
ん
 め
ん
 と
っ
て
 

と
っ
て
 

つ
き
 
ど
 
き
 

じ
ょ
う
 ほ
う
 じ
 
い
 
せ
き
 

か
 え
ん
 
ど
 
き
 

人面把手付土器 
(浄法寺遺跡出土)

齋
藤
　
希
光
 

 笹
沼
　
彩
花
 

 笹
石
　
遊
 

  
津
戸
ひ
よ
り
 

 磯
　
　
颯
太
 

 北
條
　
碧
月
 

 小
林
　
梨
奈
 

矢
又
 

 和
見
 

 小
口
 

 小
川
 

 小
川
 

 小
川
 

 浄
法
寺
 

哲
也
 

恵
美
 

清
隆
 

　
利
 

純
一
 

真
由
美
 

靖
之
 

由
美
 

学
 

優
子
 

真
義
 

香
織
 

良
進
 

裕
美
 

8月1日現在の人口 
（住民基本台帳） 

（　）内は前月との比較 

男 

女 

計 

世帯数 

9,538人 

9,435人 

18,973人 

　6,134

（-1）  

（-22） 

（-23） 

（　0）  

（
氏
　
名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）
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